
１．件 名 

美浜発電所３号機 Ａ海水ポンプの自動停止に伴うディーゼル発電機の運転上

の制限の逸脱について 

 

２．事象発生日時 

２０２０年４月１０日（金） ０９時４７分 

（運転上の制限を満足していないと判断） 

 

３．事象発生前の状況 

第２５回定期事業者検査中（モード外） 

 

４．事象発生の状況                   （添付資料－１～３） 

美浜発電所３号機は第２５回定期事業者検査中のところ、２０２０年４月１０日

（金）０９時４６分 中央制御室に「Ａ海水ポンプ注意」警報が発信した後、０９

時４７分に「Ａ海水ポンプトリップ」警報が発信し、Ａ海水ポンプが自動停止し

た。 

Ａ海水ポンプの自動停止に伴いＡディーゼル発電機への冷却水（海水）の供給が

できなくなったことからＡディーゼル発電機は動作不能となった。その結果、動作

可能なディーゼル発電機は非常用発電機のみ（Ｂディーゼル発電機は定期点検中）

となったことから、原子炉施設保安規定（以下、「保安規定という。」）に定める運転

上の制限（第７５条：ディーゼル発電機２基が動作可能であること）を満足してい

ないと０９時４７分に当直課長が判断した。 

その後、０９時５９分に待機中であったＢ海水ポンプを手動起動し、Ｂ海水ポン

プの運転状態に問題がなく、Ａディーゼル発電機への冷却水（海水）の供給も問題

ないことが確認できたことから、１０時３０分に運転上の制限を満足していると当

直課長が判断した。 

なお、本事象による周辺環境への影響はなかった。 

 

５．主要時系列 

４月１０日（金） 

０９時４６分 「Ａ海水ポンプ注意」警報発信 

０９時４７分 「Ａ海水ポンプトリップ」警報発信（３Ａ海水ポンプ自動停止） 

「Ａディーゼル発電機注意」警報（海水流量低）発信 

運転上の制限を満足していないと当直課長が判断 

０９時５５分 Ａ海水ポンプ潤滑水流量が低下していることを現場流量計にて発

電室員が確認 
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Ｂ海水ポンプ起動準備開始 

０９時５９分 Ｂ海水ポンプ手動起動 

１０時１５分 「Ａディーゼル発電機注意」警報リセット 

１０時３０分 Ａディーゼル発電機待機状態「異常なし」を確認 

運転上の制限を満足していることを当直課長が判断 

 

１３時００分 Ａ海水ポンプ潤滑水系統点検開始 

１４時３０分 潤滑水配管の点検に向け保温材を取り外していた際に潤滑水流量

が自然復帰 

１８時５５分 Ａ海水ポンプ潤滑水系統点検終了（異常なし） 

１９時１０分 Ａ海水ポンプ試運転準備開始 

２１時３０分 Ａ海水ポンプ試運転準備完了 

２１時３７分 Ａ海水ポンプ試運転開始（待機除外復帰） 

２１時４５分 Ｂ海水ポンプ手動停止（通常待機状態） 

２３時００分 Ａ海水ポンプ試運転終了（試運転結果「良好」） 

２３時００分 

～４月１１日（土） ０７時００分 監視強化（結果良好。再現性なし。） 

 

 

６．原因調査                   （添付資料－４～８、１１） 

Ａ海水ポンプが自動停止した原因について、要因分析図に基づき原因調査を実施

した。 

（１）現場調査結果 

海水ポンプの自動停止要素の４要素について状況を確認した結果、次のとおり

であった。 

ａ．過電流リレー動作確認 

過電流リレーについて、現地表示灯にて動作状況を確認した結果、リレーが動

作していないことを確認した。 

ｂ．低電圧リレー動作確認 

低電圧リレーについて、現地表示灯にて動作状況を確認した結果、リレーが動

作していないことを確認した。 

ｃ．海水ポンプ軸受潤滑水喪失（                  ） 

Ａ海水ポンプ自動停止後、速やかに発電室員がＡ海水ポンプ潤滑水流量計（Ｆ

Ｉ－２０７３）にてＡ海水ポンプの潤滑水流量を確認した結果、約０．５ｍ３／

ｈ（通常値：３．０ｍ３／ｈ～４．０ｍ３／ｈ）であったことを確認した。また、

潤滑水流量が低下した際に「開」動作するバックアップ電磁弁が動作（ 
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       ）していることを確認した。なお、Ａ海水ポンプモータ冷却

水流量計（ＦＩ－２０７７）にてＡ海水ポンプモータ冷却水の流量を確認した結

果、約５０Ｌ／ｍｉｎ（標準値：４０～４５Ｌ／ｍｉｎ）であり異常はなかっ

た。 

ｄ．現地停止操作の有無確認 

現地にて停止操作は実施していないことを発電室員に聞き取りにて確認した。 

 

現場調査の結果から、「過電流リレー」や「低電圧リレー」は動作しておらず、

現地でのＡ海水ポンプ停止操作も行っていないことが確認されたことから、潤滑

水流量が低下した原因を詳細に点検することとした。 

 

（２）Ａ海水ポンプ潤滑水系統の詳細点検結果 

Ａ海水ポンプ潤滑水系統の詳細点検を行った結果、以下の通りであった。 

ａ．潤滑水配管の点検 

潤滑水配管の詰まりや損傷の有無等について確認した結果、以下のとおり異常

のないことを確認した。 

１）通水確認 

Ａ海水ポンプ潤滑水流量検出器（ＦＴ－２０７３）の下流にあるＡ海水ポン

プ潤滑水管ベント弁（以下「ＳＷ－４１１Ａ」という。）を開放し通水状況を

確認した結果、ＳＷ－４１１Ａの開放と共に出口配管（口径：３／４Ｂ）から

流水が認められ、ＳＷ－４１１Ａの弁開度が微開の状態でも出口配管の口径と

同様の太さで流水が認められたことから、潤滑水配管の通水状況に異常は認め

られなかった。また、ＳＷ－４１１Ａ開放時には出口配管にフィルタを取り付

けたが異物は確認されなかった。 

なお、通水確認後、潤滑水配管の点検に向けた保温材取外し作業を行ってい

たところ、潤滑水流量が約６ｍ３／ｈに自然復帰していることを発電室員が確

認した。 

２）配管内面点検 

潤滑水配管を取り外し、目視およびファイバースコープにて配管内面を点検

した結果、海生生物などの付着物や異物が通過した痕跡は認められなかった。 

なお、配管内面点検の範囲については、（１）現場調査結果にてバックアッ

プ電磁弁が動作した際にＡ海水ポンプモータ冷却水の流量が正常であったこと

から、潤滑水バックアップ系統からの潤滑水の供給に異常は認められなかった

こと、また、１）通水確認において、ＳＷ－４１１Ａから問題なく流水が確認

できたことから潤滑水バックアップ系統から潤滑水系統への供給についても異

常は認められなかったことを踏まえ、Ａ海水ポンプ潤滑水ストレーナ出口潤滑
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水ライン逆止弁（ＳＷ－０１９Ａ）からＡ海水ポンプまでの配管について点検

を実施した。 

３）損傷有無点検 

潤滑水配管の外観を目視にて確認した結果、変形等の異常は認められなかっ

た。 

ｂ．潤滑水バックアップ配管の点検 

ａ．潤滑水配管の点検結果を踏まえ、潤滑水バックアップ配管を点検した結

果、以下のとおり異常のないことを確認した。 

１）通水確認 

潤滑水バックアップ配管が詰まっていないことを、Ａ海水ポンプモータ冷却

水流量計（ＦＩ－２０７７）の指示値にて確認した結果、流量は５０Ｌ／ｍｉ

ｎ（標準値：４０～４５Ｌ／ｍｉｎ）であり通水されていることを確認した。 

２）損傷有無点検 

潤滑水バックアップ配管の外観を目視にて確認した結果、変形等の異常は認

められなかった。 

ｃ．弁の点検 

潤滑水系統の弁を点検した結果、以下のとおり異常のないことを確認した。 

１）弁開閉確認 

潤滑水の通水を停止したうえで、潤滑水系統の流量計の前後にあるＡ海水ポ

ンプ潤滑水流量発信器入口弁（ＳＷ－０２０Ａ）、Ａ海水ポンプ潤滑水流量発

信器出口弁（ＳＷ－０２１Ａ）の開閉操作を実施した結果、開閉状態に異常は

なく、弁体の脱落は発生していないことを確認した。 

２）通水確認 

ＳＷ－４１１Ａを開放した結果、潤滑水の流れが確認できたことから、弁に

閉塞が発生していないことを確認した。 

ｄ．流量計の点検 

Ａ海水ポンプ潤滑水流量計を取り外し、流量計の検出器および変換器について

点検を行った結果、以下のとおり異常のないことを確認した。 

１）検出器の点検 

検出器について導通試験および各線間の絶縁抵抗測定を実施した結果、管理

基準値の範囲内であり異常のないことを確認した。 

また、目視により検出器の内部および外観についても異常のないことを確認

した。 

２）変換器の点検 

変換器について入出力試験を実施した結果、入力に対する出力は管理基準値

の範囲内であり異常のないことを確認した。 
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また、目視により変換器の内部および外観についても異常のないことを確認

した。 

 

なお、ａ．１）の通水確認において、ＳＷ－４１１Ａを開放し通水状況を確認

した際、通水できていることが確認されたが、その状況においてもＡ海水ポンプ

潤滑水流量計（ＦＩ－２０７３）の指示値に変化が認められなかった。 

 

以上のことから、潤滑水系統の配管、弁に詰まり等の異常は認められなかった。

また、流量計の単体点検においても異常は認められなかったが、潤滑水系統の通水

状況を確認した際、通水できている状態にもかかわらずＡ海水ポンプ潤滑水流量計

（ＦＩ－２０７３）の指示値が約０．５ｍ３／ｈから変化が認められなかったことか

ら、流量計の指示値が偶発的に低下したものと考えられる。 

 

７．推定原因 

Ａ海水ポンプ運転中に、海水ポンプ軸受へ供給される潤滑水流量に問題はなかっ

たが、Ａ海水ポンプ潤滑水流量計（ＦＩ－２０７３）の指示値が偶発的に低下し、

Ａ海水ポンプ自動停止要素以下となったことから、Ａ海水ポンプが自動停止に至っ

たものと推定した。 

 

８．対 策                      （添付資料－９～１１） 

（１）当該Ａ海水ポンプ潤滑水流量検出器（ＦＴ－２０７３）および変換器につい

て、予備品に取り換えを行った。（４月１０日実施済み） 

（２）Ａ海水ポンプ試運転後、巡回点検の頻度を１回／日から３回／日に変更すると

ともに、巡回点検時に潤滑水圧力（中央制御室にて監視）および潤滑水流量

（現場仮設計器にて監視）の監視を強化した。（４月１０日から４月１１日実施

済み） 

 

以 上 
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添付資料 

１．発生場所図 

２．保安規定（抜粋） 

  ３．海水系統図 

  ４．Ａ海水ポンプ潤滑水流量低下要因分析（ＦＴ）図 

  ５．過電流リレー・低電圧リレー動作状況確認結果 

  ６．Ａ海水ポンプ潤滑水配管内面点検結果 

７．Ａ海水ポンプ潤滑水流量計検出器点検結果（導通試験） 

８．Ａ海水ポンプ潤滑水流量計変換器点検結果（入出力試験） 

９．Ａ海水ポンプ試運転データ（潤滑水流量） 

１０．Ａ海水ポンプ試運転データ（潤滑水圧力） 

１１．Ａ海水ポンプ潤滑水流量低によるトリップ調査実績工程 
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保安規定（抜粋） 
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レ
ー
が
動
作
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
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A海
水
ポ
ン
プ
潤
滑
水
配
管
内
面
点
検
結
果

ポ
ン
プ
潤
滑
水
配
管
を
取
外
し
、
目
視
お
よ
び
フ
ァ
イ
バ
ー

ス
コ
ー
プ
に
て
配
管
内
面
を
点
検
し
た
結
果
、
海
生
生
物
な
ど

の
付
着
物
や
異
物
が
通
過
し
た
痕
跡
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

写
真
①

写
真
②

写
真
③

写
真
④

点
検
結
果

ポ
ン
プ
潤
滑
水
配
管
を
取
外
し
、
目
視
お
よ
び
フ
ァ
イ
バ
ー

ス
コ
ー
プ
に
て
配
管
内
面
の
点
検
を
行
う
。

点
検
方
法

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

電
磁
弁

FT 20
73

モ
ー
タ
冷
却
水
流
量

検
出
器

ポ
ン
プ
潤
滑
水

流
量
検
出
器

FT 20
77

潤
滑
水
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
系
統

(消
火
水

)
Ｓ

ス
ト
レ
ー
ナ 潤
滑
水
系
統

（
海
水
）

SW
-0

19
A

SW
-0

24
A

SV

Ａ 海 水 ポ ン プ

SW
-4

11
A

写
真
④

写
真
②

SW
-0

21
A

SW
-0

20
A

写
真
③

写
真
①

【
凡
例
】
：
点
検
範
囲

13
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Ａ
海
水
ポ
ン
プ
潤
滑
水
流
量
計
検
出
器
点
検
結
果
（
導
通
試
験
）

〇
A海
水
ポ
ン
プ
潤
滑
水
流
量
計
検
出
器
回
路
図

潤
滑
水
流
量
計
の
検
出
器
に
つ
い
て
、
外
観
点
検
、
内
部
点
検
お
よ
び
検
出
器
の
各
線
間
の
絶
縁
抵
抗
を
測
定
し
、
異
常
が
な
い
か
を
確
認
す
る
。

点
検
方
法

外
観
点
検
、
内
部
点
検
の
結
果
、
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

検
出
器
の
各
線
間
の
絶
縁
抵
抗
を
測
定
し
た
結
果
、
管
理
基
準
値
の
範
囲
内
で
あ
り
、
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

点
検
結
果

コ
イ
ル

コ
イ
ル

電
極

EX
1

B
A

EX
2

C

試
験
日
：
2
0
2
0
.4

.1
0

設
定
値

判
定

外
観
点
検

良

絶
縁
抵
抗
値
 
Ｅ
Ｘ
－
１
・
Ｂ
線
間
（
メ
ガ
オ
ー
ム
）
検
出
器
単
体

1
0
0

１
０
０
メ
ガ
オ
ー
ム
以
上

＞
1
0
0
M
Ω

良

＞
1
0
0
M
Ω

良

絶
縁
抵
抗
値

 
Ｃ
・
Ｂ
線
間
（
メ
ガ
オ
ー
ム
）
検
出
器
単
体

1
0
0

１
０
０
メ
ガ
オ
ー
ム
以
上

絶
縁
抵
抗
値
 
Ｅ
Ｘ
－
１
・
Ｃ
線
間
（
メ
ガ
オ
ー
ム
）
検
出
器
単
体

絶
縁
抵
抗
値

 
Ｃ
・
Ａ
線
間
（
メ
ガ
オ
ー
ム
）
検
出
器
単
体

T
a
g
N
o
.
：

3
F
T
-
2
0
7
3

計
器
名
：

Ａ
海
水
ポ
ン
プ
潤
滑
水
流
量
発
信
器

判
 

 
定
：

良
試

 
験

 
者
：

管
理
基
準
値

測
定
値

導
通
チ
ェ
ッ
ク

 
Ｅ
Ｘ
－
１
・
Ｅ
Ｘ
－
２
線
間
（
オ
ー
ム
）
検
出
器
単
体

－
導
通
が
あ
る
事

6
7
.0

4
Ω

良

絶
縁
抵
抗
値
 
Ｅ
Ｘ
－
１
・
Ａ
線
間
（
メ
ガ
オ
ー
ム
）
検
出
器
単
体

1
0
0

１
０
０
メ
ガ
オ
ー
ム
以
上

＞
1
0
0
M
Ω

異
常
の
な
い
事

異
常
な
し

良

内
部
点
検

－
異
常
の
な
い
事

異
常
な
し

良

1
１
メ
ガ
オ
ー
ム
以
上

＞
1
0
0
M
Ω

良

1
0
0

１
０
０
メ
ガ
オ
ー
ム
以
上

＞
1
0
0
M
Ω

良

絶
縁
抵
抗
値

 
Ａ
・
Ｂ
線
間
（
メ
ガ
オ
ー
ム
）
検
出
器
単
体

1
0
0

１
０
０
メ
ガ
オ
ー
ム
以
上

＞
1
0
0
M
Ω

良

－
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Ａ
海
水
ポ
ン
プ
潤
滑
水
流
量
計
変
換
器
点
検
結
果
（
入
出
力
試
験
）

〇
A海
水
ポ
ン
プ
潤
滑
水
流
量
計
変
換
器
回
路
図

潤
滑
水
流
量
計
の
変
換
器
に
つ
い
て
、
外
観
点
検
、
内
部
点
検
お
よ
び
模
擬
入
力
に
よ
る
出
力
を
確
認
し
、
異
常
が
な
い
か
を
確
認
す
る
。

点
検
方
法

外
観
点
検
、
内
部
点
検
の
結
果
、
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

変
換
器
の
入
出
力
を
確
認
し
た
結
果
、
模
擬
入
力
に
対
す
る
出
力
は
管
理
基
準
値
の
範
囲
内
で
あ
り
、
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

ま
た
、
参
考
に
現
場
の
表
示
計
器
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
に
て
模
擬
入
力
に
対
す
る
各
段
階
の
流
量
値
を
確
認
し
た
結
果
、
適
切
な
流
量
値
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

点
検
結
果3F

M
20

73

模
擬
入
力

出
力
を
確
認

潤
滑
水
流
量
計

変
換
器

試
験
日
：

2
0
20
.
4.
1
0

計
器
番
号
：

良
TA
G
 
№

機
 
能

単
 
位

％
％

１
0

0
4
.0

0
3
.9

9
3
.9

9
0
.0

0
0
.0

0
0
.0

0
２

2
5

2
5

8
.0

0
7
.9

9
8
.0

0
2
.0

0
2
.0

0
2
.0

0
３

5
0

5
0

1
2
.0

0
1
1
.9

9
1
2
.0

0
4
.0

0
4
.0

0
4
.0

0
４

7
5

7
5

1
6
.0

0
1
6
.0

0
1
6
.0

0
6
.0

0
6
.0

0
6
.0

0
５

1
0
0

1
0
0

2
0
.0

0
2
0
.0

1
2
0
.0

1
8
.0

0
8
.0

0
8
.0

0
６ ７ ８ ９

Ａ
海
水
ポ
ン
プ
潤
滑
水
流
量
変
換
器

計
器
名
称
：

3
F
M
-
2
0
7
3

判
 

 
定
：

試
 
験

 
者
：

3
F
M
-
2
0
7
3

3
F
M
-
2
0
7
3

ｍ
Ａ

ｍ
３
／
ｈ

ｍ
３
／
ｈ

標
 
準

 
入

 
力

標
準

０
．
０
１
ｍ

A
－
０
．
０
１
ｍ

A

判
 
 

 
定

－

横
河
電
機

良
使
用
試
験
器

備
考

(
L
E
D
参
考
値
）

ｍ
３
／
ｈ

下
げ

上
げ

下
げ

ｍ
Ａ

ｍ
Ａ

上
げ

－－
－

標
準

計
器
仕
様

管
理
基
準
値

－
０
．
０
８
ｍ
Ａ
～
＋
０
．
０
８
ｍ
Ａ

器
差
（
＋
側
）

 
 
（
－
側
）

・
外
観
点
検

 
良

・
内
部
点
検

 
良
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Ａ
海
水
ポ
ン
プ
試
運
転
デ
ー
タ
（
潤
滑
水
流
量
）
：
【
仮
設
計
器
】
（
１
／
２
）

Ｂ
－
潤
滑
水
流
量
：
約

4.
0m

3 /
h

Ａ
－
潤
滑
水
流
量
：
約

3.
4m

3 /
h

8.
0m

3 /
h

0.
0m

3 /
h

4/
10

21
:0

0
22

:0
0

23
:0

0
4/

11
24

:0
0

1:
00

2:
00

3:
00

4:
00
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Ａ
海
水
ポ
ン
プ
試
運
転
デ
ー
タ
（
潤
滑
水
流
量
）
：
【
仮
設
計
器
】
（
２
／
２
）

Ｂ
－
潤
滑
水
流
量
：
約

4.
0m

3 /
h

Ａ
－
潤
滑
水
流
量
：
約

3.
4m

3 /
h

8.
0m

3 /
h

0.
0m

3 /
h

4/
11

4:
00

5:
00

6:
00

7:
00
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A－
海
水
ポ
ン
プ
起
動

A－
海
水
ポ
ン
プ

Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
な
ら
し
）
運
転

B－
海
水
ポ
ン
プ
停
止

青
：

A-
海
水
ポ
ン
プ
潤
滑
水
圧
力

赤
：

B-
海
水
ポ
ン
プ
潤
滑
水
圧
力

Ａ
海
水
ポ
ン
プ
試
運
転
デ
ー
タ
（
潤
滑
水
圧
力
）
（
１
／
４
）

3PI-2072_PV

4018
0

32
0

46
0

50
0

-1
00 21

:3
0

22
:0

0
22

:3
0

23
:0

0
20

20
/0

4/
10

23
:3

0
00

:0
0

20
20

/0
4/

11

（
ｋ

Pa
）

18
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青
：

A-
海
水
ポ
ン
プ
潤
滑
水
圧
力

赤
：

B-
海
水
ポ
ン
プ
潤
滑
水
圧
力

Ａ
海
水
ポ
ン
プ
試
運
転
デ
ー
タ
（
潤
滑
水
圧
力
）
（
２
／
４
）

00
:3

0
01

:0
0

01
:3

0
02

:0
0

20
20

/0
4/

11
02

:3
0

03
:0

0
20

20
/0

4/
11

3PI-2072_PV

4018
0

32
0

46
0

-1
00（
ｋ

Pa
）
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青
：

A-
海
水
ポ
ン
プ
潤
滑
水
圧
力

赤
：

B-
海
水
ポ
ン
プ
潤
滑
水
圧
力

Ａ
海
水
ポ
ン
プ
試
運
転
デ
ー
タ
（
潤
滑
水
圧
力
）
（
３
／
４
）

03
:3

0
04

:0
0

04
:3

0
05

:0
0

20
20

/0
4/

11
05

:3
0

06
:0

0
20

20
/0

4/
11

3PI-2072_PV

4018
0

32
0

46
0

-1
00（
ｋ

Pa
）
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青
：

A-
海
水
ポ
ン
プ
潤
滑
水
圧
力

赤
：

B-
海
水
ポ
ン
プ
潤
滑
水
圧
力

Ａ
海
水
ポ
ン
プ
試
運
転
デ
ー
タ
（
潤
滑
水
圧
力
）
（
４
／
４
）

05
:0

0
05

:3
0

06
:0

0
20

20
/0

4/
11

06
:3

0
07

:0
0

20
20

/0
4/

11
07

:3
0

3PI-2072_PV

4018
0

32
0

46
0

-1
00（
ｋ

Pa
）
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試
運
転

A
海
水
ポ
ン
プ
潤
滑
水
流
量
低
に
よ
る
ト
リ
ッ
プ
調
査
実
績
工
程

準
備

系
統
詰
ま
り

（
潤
滑
水
系
統
）

計
器
故
障

（
F
T
-
2
0
7
3
)

日
時

2
0
2
0
年

4
月

1
0
日

通
水
確
認

弁
開
閉
確
認

配
管
内
面
点
検

復
旧

流
量
計
点
検

取
替
・
復
旧

13
:0

0
14

:0
0

15
:0

0
16

:0
0

17
:0

0
18

:0
0

19
:0

0

13
:0

0
13

:3
0

15
:2

0
15

:3
0

15
:3

0

15
:3

0

15
:2

0
13

:0
0

20
:0

0
21

:0
0

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
、
水
張

試
運
転

点
検
結
果
速
報

18
:0

0

17
:1

0

17
:3

0

18
:0

0
18

:5
0

18
:5

5

19
:1

0
21

:3
0

21
:3

7
23

:0
0

22
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